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近年、短期的な地震予知に有望とされる地震に伴った電磁気現象が数多く報告
されている。本研究では、様々な周波数帯で報告されている地震電磁気現象の中
でも特に地震に伴ったVLF/LF帯電波伝搬異常に焦点をあてる。これまでVLF/LF帯
電離層・大地導波管電波伝搬を用いて、太陽フレアやTrimpi現象に伴って発生す
る下部電離層擾乱の観測が行われてきた。本研究も原理的に地震に伴った下部電
離層の擾乱を電離層・大地導波管を伝搬するVLF/LF帯電波の振幅・位相の異常と
して捉えようとするものである。 
本研究では当研究室が日本各地に展開するVLF/LF帯電波観測網(Japalnetwork)
で観測されている長期のデータを用いて、地震に伴ったVLF/LF帯電波伝搬異常の
様相を明らかにすることを目的としている。まず本研究では、カムチャッカ受信
局および北海道受信局で観測されたJJY電波の振幅を用い2003年北海道十勝沖地
震(2003年9月26日、マグニチュード8.3、震源深さ27[km])の事例解析を行った。
その結果、十勝沖地震の発生する5日から8日前にかけて北海道受信局、カムチャ
ッカ受信局両方の夜間変動が増大していることを示した。また地震の発生する前
後において夜間変動の周期解析を行った結果、周期数分から周期3時間という広い
周期において夜間変動ゆらぎのスペクトル強度が増大していることを確認した。
さらに地震活動が活発であった2003年9月と地震活動が静穏だった2003年7月の
振幅のゆらぎスペクトルを比較した結果、周期1時間前後において両者の違いが顕
著であることを示した。周期1時間前後は大気重力波の特徴的な周波数領域であ
り、地圏・大気圏・電離圏結合の結合機構に大気波動が何らかの形で関与してい
ることが示唆される。2003年北海道十勝沖地震前後でVLF/LF帯電波振幅に現われ
た異常は、2004年新潟県中越地震(2004年10月23日、マグニチュード6.8、震源深
さ13[km])にも同様に現われていることを確認した。 
また事例解析の結果が他の規模の大きな地震についても全体的な傾向として表
われているかをSuperimposed Epoch Analysisを用いて検証した。その結果、地震
活動が活発な累積マグニチュード6以上のイベントに対応し、地震発生7日前から2
日前にかけて夜間振幅の平均(トレンド)が大きく減少し、分散(ゆらぎ)が大きく
増大していることを示した。これに対し、地震活動が静穏な累積マグニチュード3
以下のイベントにおいてはそのような現象は見られなかった。またゆらぎのスペ
クトルに注目した解析の結果、VLF/LF帯振幅のゆらぎには定常的に大気波動の周
期成分が入っており、その周期成分が規模の大きな地震前後に増大することを示
した。本研究では、当研究室において観測されているVLF/LF帯電波を用い2003年
北海道十勝沖地震、2004年新潟県中越地震においてVLF/LF帯電波の伝搬異常が発
生していることを示した。また事例解析の結果が他の規模の大きな地震について
も全体的な傾向として現われていることをSuperimposed Epoch Analysisを用いて
示した。 
 
